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	特定非営利活動法人　シアタープランニングネットワーク
	

	 １　事業の成果

　令和2年度は、持続化給付金ならびに継続支援事業により予算規模が維持できていましたが、令和3年度については、少人数制のインクルーシブ・シアター公演がAFFの対象外とされた経緯もありますが、むしろ縮小することでむやみに体力を損なわないことにつながったと考えています。
文化庁委託事業としての多感覚演劇『水の記憶』創造ならびに公演ツアーは、当初、8月20日よりツアーを開始する予定でしたが、新型コロナ・ウィルス感染症の猛烈な蔓延とワクチン接種の遅れのため、8ー9月に予定していた全公演を、11月後半から12月中旬へ延期することになりました。当初のスケジュールでは、千秋楽の公演となる予定であった横浜のUmiのいえでの10月2日、3日の公演については、感染状況がおさまりを見せ始めていたこと、またカンパニーメンバーならびに会場側の強い思いもあって実施に踏み切りました。

11月20日よりツアーを再開し、シャロームみなみ風（新宿区弁天町）3公演、コミュニティカフェななつのこ（世田谷区南烏山）4公演、放課後等ディサービスブルーワン（江東区木場）2公演、島田療育センターはちおうじ（八王子市台町）3公演、放課後等ディサービスポジティブ（大田区仲六郷）2公演の計、14公演を実施いたしました。　　　　　　　　　　　　　
各会場での参加申込者には、事前に障がい等に起因するケアの必要な事項を確認（例えば、点滅する光、大きな音が苦手）するとともに、鑑賞に参加する楽しみを増大させるために、「ブルー」あるいは「水色」の何かを身につけてご参加くださるようご案内いたしました。全員お揃いのブルーのＴシャツで参加されたご家族や、お手製のブルーのリボン、ブルーのドレス…安心しておでかけができなくなってしまったなかでのささやかな楽しみとなりました。
また、特筆すべき事例として、シャロームみなみ風での公演には、親子4代（曾祖母、祖母、母、障がい児）での参加者を得ました。祖母の認知症が進むなか、家族の「記憶づくり」を目的とされてのご参加です。
全体として、観客動員数には新型コロナ・ウィルス感染症の影響をシビアに受けながらも、様々な波及効果をもちながら―神奈川芸術劇場、国際児童青少年演劇フェスティバルおきなわ（りっかりっかフェスタ）でのシンポジウムの参加、毎日新聞へ投稿記事等―の展開となりました。
新しいメンバーや、インターン生の採用も重要な要素です。また、新たな試みとしては、「水の記憶～お家で多感覚演劇遊び」と題し、小道具の一部を事前に申込者に送付してのオンラインでの配信を行いました。また、オンラインでのシェアリングのシンポジウムには全国から幅広い層の参加者を得ました。いまだ遅れているインクルーシブ・シアターの普及推進のために、まだまだやれることがあるのではないかとも考えています。
また、2018年度まででいったん終了していた日本俳優連合の国際業務を再び担当することとなりました。2022年度以降の活動のもう一つの根幹に発展させていきたいと考えています。
　機関誌「シアター＆ポリシー」は、令和4年3月で、創刊以来第131号を迎えました。地味な活動ではありますが、私どものNPO法人の根幹となる事業です。
２　事業の実施に関する事項

 （１）特定非営利活動に係る事業

	
	事業名
	事　業　内　容
	実　施

日　時
	実　施

場　所
	従事者

の人数
	受益対象者

の範囲及び

人数
	事業費の

金額

（千円）
	

	
	舞台芸術の福祉分野における普及にかかる事業
	ホスピタルシアタープロジェクト2021
「水の記憶」
すべての子どもたちと家族のための多感覚演劇の創造と巡演


	ツアー
2021年10月～12月
（10日間）
	島田療育センターはちおうじ／Umiのいえ／コミュニティカフェななつのこ／シャロームみなみ風他
	　11名
	障がい児・医療的ケア児・健常児とその家族47組（大人79名、子ども69名、施設利用者6名、
見学24名）

	2,248
	

	
	舞台芸術の国際化、国際交流にかかる事業
	日本俳優連合：交流支援・翻訳
	2021年12月～2022年2月

	　事務所
	1名

	不特定多数

	20

	

	
	ニュースレターおよび報告書の発行
	機関誌「シアター＆ポリシー」（A4判、8頁）の隔月の編集・発行
	隔月
	事務所
	8名
	定期購読者

220名

ネットでの閲覧者　不特定多数
	　　155

	


